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塩 素 酸 カ リ ウ ム の 分 解 (節1軌)

(q P25LT-IOJ】12n 壬 Tt)

Ⅰ日 本 薪 雀 ･漣 羽 塘 郎

(東淡大学部一二牛革火弘披講)

講 要

KClOlの棚 は加.qiAqIT=よ,l反応tAにする｡モOFモ広l三

(り 4t:CIOl-3KCIOl+KCl

(2) 21くC)0.-2KCl+302

(3) 2KCtOr･E(20+C】2+2〆Oz

でもつて,(I)は SOOO以下の托､IltlC.(2)は500-BCOOICそして (3)は占00○以上の粥性での炎

JH三TZ応tlrL.なおGtrまで (l)r=従って土L'た KCIOlは

(4) 7KCIOl.･21{C10J+3XCl+ll0.･た17'うと壬Ltて∨･も｡

卒新党J=かくE-bれた旺tfの牙光と犯跡したものであるが, (I) 420' の任姓では KCIo▲ I=

KC】OJが)87rナa上稚井守Jl_がJlんになり,JLClが)も祢ナろとそLtがAL止壬Ltもことから (り と

(4)の拝b_包ため,(ll)rt.ちの5400では (I)と

がはLfF】耳にLzILも兼I=缶dlJ=瓜 もことt如ALしたd

l II I

廿耕 bIクJ･KCIOュは-1+千句大朝に広くM
LヽられていTA:,こLtらの圧掛王城 三位かな鮒 をT1-

し.攻はj社しい爆発を丑する.叉 L:C103それのみの

JB分解についても古くから研究せちLt,川知D如く的

EtT=桝 葛生のLh法に.又はi白州 AIC'J･KCtOJ

の蛇 に6Mされているが,tVJfの比LE甘恥 ;見ろこ

とは_日らmちかであろ う｡これに関 して SdcAt],

SAIX)bahOtto良 Frr等の旅氏の研究(Zt)を即 TT'ろ

と-2のようでもろ｡すなbち KCIO▲は1乱焦†ヒ公物で

あつては発的[=分解する帆句はもっているが.73'々 に

加iAさjl,ちと3700で排 し.rJJCOOで(L)をヨーR

応として KC】OJの地域を統める｡

()) 4J(CIOr･3KCIO.J+J(Cl

eゴ故な加無では(2)によって畑発的に机Xを排 すろ
オ･,

(2) 2KClOr-2XCl+Sot

4CO0-ら(℃○ではこのEtS (2)はI:の (り の取 ら

としてC3件するにすぎない｡云うまでもなく肘 を宋

銭させろには .TLIt10=跡-.Cl10 のような雌 女川い

て此伊的托い皿蟹 (2CD-3CO.)でこの圧6-_/行わや
るのが音でもろ｡又 eCO一以上の和 虻では

(3) 2KCIO･-印 +C】=･2+ 0,

のiL応が水井的であるとい i｡

こからの見解をたしかめ.火工わ瓜の上に応川の虹

(2)そして (=)07Co の古iaでは(2)と(3)

い KCIOtの掛 反応を明らかにすろtl的'Cこの箕Ji
t*粥を拭みた｡

Jl 実監集tと美也方法

策対誠を Ouo良 Fr) fZi氏の策脚 と上tA2均刺
し知るJ:うに,それとほぼRtJの弛妃を川いた.団 l
において KCt03の試料を石英罰のFf且扶Eに採り.

これを同じくTi英9Zの比広野Dに入れ 屯焦Bで鼓し
た亜)浴Aで加兼する｡試封の分解に上って発粘した
qス (雄一BZ憩としてことごとく棚 と考えた)など
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山本 硬可書 姐策載カリウ_の分撫

11レ1ト下で定q;臼三lこ上I)LLE測する｡金玉浴のi且1財土

沢冨箆で湘旅し,燕尾ttG7'fMいて測る｡相見挟F.内
に残った試料は化学分析によっ'=その狂化を しらべ

ろ｡発生Uス7･渦 を濁るビAレクトには_昏tA一定のも
のを用いたから,加熱ia腔に上ってPt科の探Ti哉i'･変
ズねはならなかった｡LblL:R没ulミ特別の投合を除

きJ{C】01のlJtんについての班に投許して蔓現した｡

脚 の石英部分J_,･ナレフタスICft:HJLた屯倉ももろ｡

皿 菓 転 と 結 果

3 I3:放 l KC108の分解に上る爺粥等生4)Ja礎

企h浴の注隼を 400,420.470.500,525,5W,eCO.

及び 6700 の各々に持ち.持田)の庇3遼とともに発生し
たqス (生として02)の休耕を江IつIq その括身王のあ

らましは顎!にi)ナ樋 である｡

袈】 糾IE4'に16いて '̂C1OlItJrL･から発生した強策(モJL･)の時間的交化
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この鼓黒から反応池坊也比丘(02モJL･/掛 をr･求め,

その苛政と控糊 蟹の退散との原綿を稚くと図2に1=
E
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32実漁巧拙(戒は反IZI光頑)の彩管
ユ:水で姓王聖し,かつ
KC]03で;持たがクス粉を

KCIOJの試料にihC,4200Cで加#.
してガス実生立

とi:CIOJの生成とをは河道放した.
預加したy?ス
杏の粒大及び宜からその掛筏Ⅰ的な求め,これとUス
発生すなわちLi応の迎蟹との瀬緑L,別3に′T.した｡=y
クス勘はiLCIO)よりも難の侍わl)がよいカLら,
KC)0日三gタ･A
初のまわりからとけて珊S,始めろ｡
碓てその影菅は反応の初期には著しいが,しばらく時
rB粒援貨すると度外排される.
WJ-i;C10.
の生成も

Hクス智の須両班と犬に靖大 す



国3 EFecLOfthesurfACL･OFthc 等】舶 S
vcssellZPnthedeco巾Pm LOユOE
EC103(<200)

田4 EfkCtottlleSurfaceofLhl三gt
AS9vesselI:pentheqtnt)ILL)Or
I;CIO-produe

ldfroTnKC10J(42OOc)bS EFectofthesurrACCOfthegl
脱
eヽs5ieluT氾nthedecomposltlOnOr
KCIO一(5700C)

su r
fLLetT

t一(CTtA)

＼E,,Jw

,[0,UtOP
^
),r'
o
ly
L

L
J.
t

d/＼長と'.JiK､､
P

W
V
ヽ
IJr .'17

)

束子E生血の相加は?
.
成されたKCIO Jの分解L二上るの

ではなかろうかと考えられる｡こ
かについては.yS
B

lで放付する｡
KCIO.のみな加汚して'分析させる堵令
(泣皮5700)

に87ス粉を.･加えると,
盟5に示すように初期には正

の作用が見られろが,
反応が定常化すちと彰菅が少く

なる｡
33実EHKCIO)の 続演発生に及ぼす(A)

KCIOlおよび(b)比Ctの影響

圏6 0xygeneヽ10 1､d from laloloLECl
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脈 5aでは KCl0▲の包彬 ･解tT)与を堺 したに過

ぎねから.ここで､iKC107の早件, ECI〇一と共存

及び KClと共存の半合r=ついて, 4200でかなり長

持鞘の約 二上る芙&を行つも 榊 概 態

とKCIO一銭戊の明 的文化であるが,稜未の定丑改

作L._iZl援的に行い肘 ､つたので句QJ:乃神 に史ってい

る｡実生脚 '_団9に示す1うな擁何を示した｡
女体として雌 J)発生は叔雌 するが凍轍 して
下に凹f=曲熊とたり,他方 JtCtO.の生成は附 して

下に凸な切TTL]を与えIL,こ1Lを個別的に見れほ

XCIOI KCtOI XCt
堺 瓜 と炎仔 と共存

職 究31:仰向 [11位 f三速 魚 牧
KCEOl出場妬TTll 穀托 中 付 鹿 dE
42OOlこおける圧LSは

○) ○■AF (り 4KCl03-3KCIO一+KCl
(2) 2KCIO.-2KCt+Sol

EC103 のRfIJ=予めいくらかの 句907')geZH-VOITedAntlIくCl0lpZdtHedlron 川 ol
oH(CIO}8bzle.lnthKClol:915}tol ormth
Eel(02古さlol).dunt】ゞthe hcJLtはg PZW ZLt
一tWtemtXTlttUeOf12OOC

ECIOl又は KCIS･志加して42P
でJ:焦し.qriJlに上るPt来宅生息の

*化を柔め,その馳 ･ら軸 の

tとGt実見f班 女との馬鎌をt516及

び3J8にと○まとめた.

(zL) ここに KCIO●の分析.=よ
ろdt芸発生の和tlは, KC10】のql
合よq;矧 に韮うようである(aTl ｡

群が KCtO事に加えられろとま'Tこ
れの榔 こeさIL,帆 -･始まると
FL術 に発為的の柵 て起って桝 を
R'幽 ■する｡之に圧して b:CEO-
のイ+yJh瓜はかなI)文iZlであって
赴け雑く,伐且姥で劉31瓜舟 こもっ
た怒兼は加燕に上って呼軸Rh丼にセ
移しつつ糾 すろ｡か(して 4COD
を超Lちと挽ろに分析し'(解 き放
Iuするが.これは妙 解であって
4509以下では萌しいものではない｡
しかし団t‖こよれは KCt03にi玉
女lTろKCl0一のJtとともに,鼓初

はその口薫的に棚 先生が･さかんにな●tIKC10

1が KCIOIと格和JLに建してかE'は伽 に密っている｡

上ってこのqI令(4230で)の柑 発生l._ECIOlの5n

lに上るものでtfいとしてもーこrLの存在わ:tCIChの
爪来乾生分群と

碗 ナろでもらうことは朗らかである｡(b) tZlBに上れば投じ

てECIの逮ZElはKCIO)の棉 発生を勅勘するカrnJに仲川すろ
ように見られろ｡1 4 兆rmlh:CIOIの蜘
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肘け ちとL･の3つの式の何れもが絹 を肋けちれ,
そV)I勺で1壬もなり易いのは(1)式と考えらiしろから,

KCt〇一は殆ど分解することなく淵 に甜 されろの

'ei}ちう｡

3.5 g:BY 咋1租 空に於けち父投

KCIO,EL漁,KClo一と共作JiTjJ{CLと井拝のPt

fI.=ついて5･SODで友焦し,輔 の実生とt:C10一の

生成とセ醗 止した｡詔肋 LD鮒行は KCZO,に対

すろtJL･E:で KCt〇一は C4に,i:Clは0181ことつ

也 .RRみ拡狐王国】0に計rとおり'?もろ｡

これ三でにfTつた くが での牡合に比べて椎 及び

EZH0 0xy脚 eVO1ヾ亡.I..ldKCtOlprOdt:ted
f.omIltolofKCIOtLIlot]e,､､111-にCIO-

(o小Iol)｡りYlthKCl(0a･ttol).tlu-1叩
tllt'henLZlgprocessAt51O9C

T;爪2 'Ihf▲T.ど tJTh 【lKCtO. の発生迅事カ:詳しいのは云うまで

もないが,預血柵の朗 bて魚l)Tl立たない○又 KCIO.の

丑が痔mt北に洪少していろ4,は.はt=めに加えられI即ト

LF.ヒ成したものが分節して冊菜発iJ..Lこ嘱4するものと推解

されるo38東急Ⅵ 古いiA座に於けち苅蛤67OP

の苅iaJqに於けちにC10'の紛 恥 一(3)式すなわ

ち フEC-Or-W -Clt+2ioe lIろ反駁 合i:と

で川亡,脚 の発生と田 寺に姓兼'-,耕 してKPをiJTrろであろう.;宅拙 とび方

泌 三上姓とREIでち,-.

メ,打肪 内の玖払二郎_,加とICKD を KOHとなし,これを群や議定し

てそのrLから(3)に上り込～屯謡のBを併 しも その鈷射

ま'小 目こ示すとおlJである｡この団で明らかとよう

に･n SO捗'CJ錦はほとんど完了し,練菜の混生が
Jtふ四時.二g宗も出1=くなった,KCLの洗

点t'-1500〇･Cもろから670'での脈■は多く巧

えらiLl,社業は KClに由栄するものではtLかろう｡ 氏" ?;～£e:霊 ,bCbhl:ri.R.cnge霊 でtc

AlLTpmgpr- ss爪 6700Cさて(3)式に捉えは卜- のKC)0,か(,ll254

jbの即実と05tルの輔 とが郎蘇ら苛で&,I-,が･y

:鼓ではそれぞlLt･JI375モルと約 025tA

,とがTuら九九,これは KC10Aのl糾:丑カー(3)よに

恥 t･他の'F丑がLつ)丸 こよって狂応したも

のと考えら一】ろ｡とも舌.くこd)且鼓では比蛭的毎時ru]fW二.押丑扶恥

こxciOI攻はにCtO/Y環言血統缶にまでが b'･即Trろのがか らjl,

-JoTTむ す ぴ*轍ミズ蛇 行rr,の研究の.ll規格むで'yJ,-Jから･
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Dccomposlt]OnOfPotasslum Chlorate(PartI)

sukenorIYamalmotoarldTetsuoAsabr.

ThechlCEllcconrx)rLtlOnprO∝5決SOtKC105dcpcndtlPDntherLT'n亡LIOrHCmPerntl】rCS,
(1)<KCIO1-3KCIO一+JICl(belo≠ <50oC),

(2) ウKC108-･2h'Cl十3Qe (15か一･m C),
(3)2ltCIOr Eの+Cle+2502 (tLtKIVef00OC),
FtJrtherat】olYertemper.lt..lre5therolloI,IZlgSldc-rcnctL｡ZlmayO∝llT

(4) 7KC)Or･2KC103･L31こC】十日Of.
Thcrestllt90rOurCXrhmmentlrerccOmP.lredwlthpTeヽ,･01iSⅥOrksMLlltdtuto

IhtHカnt:ltLIIOI11hLlt /

i)粥｡)〇､rtemperatureOT'4200Cthedcco'T}PPSltlOrlもfXC】03椅prOmOLedb)KC!0-

ELndobiLmctedblK C ),sotTletXIthrezLCtLOnS(1)a71d (i)○∝urntttlCSLnmetLme.

ll)pitan1】⊃temledlAtetemFXrattlreOESQ C,tx)'Lhrenct･onlS(1)atld(2)○ee一lr,tLt)aIll)
zllA h)ghtempcmtureof67OOc tx･thTeaCh0コ5(21nr.tI(3)prm dmp"ll)zltthe I

見ImlLIrmte rLaboEExplosLVe5,UnlヽcrちllyOrTot.to)

電 気 雷 管 に 関 す る 研 究

第四報 交流による電気雷管の直列帝発について

(喝 都 251r･]〇月 】ST]安 m)

岡 的 - Trl

(淡Lt大7'㍍-工学m:火ix;学故kr)

､i 耗 首

唱P.肝 の粥邦舛発に女給tf仙 ･る とき7F発だ壬界
(不発銘神の取押)はその契親好(のみならず.II.･.火岬旅
閉盛時の,良概には辿払した如払 q]ち電附 時Rjl
先主小のTR笥℡管の･zL火繋が発火した瞬時の位相 ()にも
炎空きLtる｡碓って 50サ1ク̂ .又は (カサイクルの

安誰'CはLr(誠や性能のAい濁火符の把津によるよりも
斉発が1こ破矧 こなると考えらオL,又顎醇にも不常が多

く山ると丁われて＼ろB

Ut淡の和食には芯京田野の.◆'.I.火略肌 創案持帆 嘘

t三m.lL紹切即事蛸勤 刺 さIiiは絶対斉発のI‡′J戯界

唱証が推起きJt,又比の推定齢こ沸いて戎屯空のltf淡
尾淵7:･イ咽 たく7f鷲L7FJろ先U､l肋迎既 をlq柑
易に苅故に1つて双めることが川来ろ｡然るに交流で
はE3己の如く位W lJが.電路すらので芹究阻恥をiCBa的

に見AIでことは鮎 でfrい｡

紅綬及び全紙によるiW d斉発の閃泡は匿に瞳々の方

緬】からyr封書LL,FrltLSChc及びGlc5.1は恨 Liび交

講での斉発文治により夫 に々於けちP堺 芯班をr･比較
し 空論についてはその式敷机とIil印拘とに書目~ろ不

発生転成城を求め DTekopfの花油式からFr井したt.～
●ヽ

紫を特攻している｡J!に L)rekopI-は芯税Lll火EtLlこ於

17ち糊 火を棚 して心 を汚めている｡又Drt.bplJ

及び lkhrensはL'i火力軌 又は_.tl･.火-)3位と.r'雌時ru)
とを変nとして不発塊 の乾坤について由t=,変紙で

は斉発に災ijの休作を海で位相1IJで鼓池する以外はirL

法l二上る上りも常に不党生奴の砧やが人であることを
7)訳していろ｡伸しいすか-=しても実弟に糊いたbt科や
拙 さLらのき依 田に引Hlしたものは芯私め:軽く～そ

の欄 はJt択抜人でそのiAα旅散h'.小さいとク1'-A
発合金であI),点地軸田】bi細めて災い!'し火諾ラ亡屯ylm
腎であるために頒 杜東の粥姫を点.七残とすろ屯y,7i芯

管に苛してはその用益や父兄の桃盤を瓜ちに組りすろ

ことが山東ない｡そこでL'i火野が約1;で･r脚 を糊とそ




